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今日のお話

１．北野遺跡の発掘調査

２．三重県内の土師器焼成坑について

３．出土遺物について

４. 土師器生産について

５.  まとめ





北野遺跡第1次調査



北野遺跡第２次調査



北野遺跡第２次調査



北野遺跡第３次調査



北野遺跡第３次調査



現在の北野遺跡（東から）



現在の北野遺跡（北東から）



北野遺跡遠景（南東から）



北野遺跡と遠景に斎宮跡（南東から）



土師器焼成遺構（赤色）・古墳（青色）の分布（＊１）





明和町周辺以外土師器焼成坑の分布（＊２）









土師器焼成坑の出現時期と変遷

• 出現時期は、６世紀の中頃と考えられ、北野遺跡や津市高
茶屋大垣内遺跡で確認されている。

• 明和町周辺の土師器焼成坑のうち、７世紀代のものは堀田
遺跡・垣場遺跡・片落Ｃ遺跡等で確認されている。

• 明和町周辺のその他の焼成坑は、概ね８世紀代のもので、
平安時代以降については定かではないが、明和町黒土遺
跡では、平安時代末頃の土師器焼成遺構の存在を想定さ
せるような焼土層や焼土塊を含む土坑が確認されている。
また、明和町鳥墓遺跡では15～16世紀の焼成土坑が見つ
かっている。

• 県内で現在確認されている土師器焼成坑は、６世紀中頃か
ら８世紀末までの概ね 250年程の間存続している。遺跡の
数としては８世紀代のものが多いといえる。



土師器焼成坑の類型化

【形態】
基本的には長三角形あるいは長台形である。更
に細分は可能ではあるがプランが直線的なものは
新しく奈良時代に入る傾向にある。
【規模】
横軸は1.5m～2.0mの間、縦軸については、北野
遺跡や堀田遺跡などの古い時期のものは3.0m～4.
0mのものが多く、最大のものは5.0mにもなる。戸
峯遺跡群や水池遺跡など新しい時期のものは、横
軸は変わらないが縦軸は3.0m以下のものが多く、
規模が縮小傾向にある。



土師器焼成坑形態分類（＊３）



長三角形（直線）



長三角形（曲線）



長三角形（曲線）



長三角形（曲線）



台形（直線）



台形（直線）



台形（曲線）



土師器の焼成技術
【構造】
基本的に次のような特徴を示す。
①規模に差はあるものの、地山に掘り込まれている。

②床、奥壁、側壁は火熱を受けており、一様に赤く固く焼け
ている。ただし、前部は火熱を受けた痕跡がなく、高まりを持
つ例が多い。焼けている部分は、全体の７～８割である。焼
土となっている厚さは５㎝前後であり、壁は検出面の高さま
で焼けている。

③焚口、煙道を持たず、天井の痕跡も見られないもので構造
的な窯ではない。

焼成の方法としては、床に燃料材を敷き、その上に土師器
を積み上げ、更に藁などで覆い、泥や灰で覆った覆い焼きが
考えられる。地山への掘り込みは奥壁や側壁は垂直に近く、
削平を受けているものが多いが北野遺跡の例では、深いも
のは50㎝を超えるものもある。



焼成実験



焼成実験



焼成実験



焼成坑が見つかったときの様子



３つ重なった最初に作られた焼成坑



３つとも掘り終わった状況



床面の焼けた状況



壁の焼けた状況



焼成坑を見つけた時の土の色の違い



先端のテラス状の高まり



一番大きい焼成坑（左下）



焼成坑の大きさの比較



土師器の生産形態

【立地と場所】
基本的には丘陵縁辺部や段丘上に位置する。
【遺跡内での分布】

単独である場合と重複する場合があるが、基本
的に頂点部分が等高線に対して低い方を向き、重
複する場合も古い土師器焼成坑が等高線に対し
て頂点を下にする。
【生産器種】

器種には、椀・杯・皿・高杯・甕（長胴のもの、小
型のもの、把手の付くものなど）・鍋・甑・筒形土器
があり、土馬も出土している。



後ろで連続する焼成坑



先端が重なる焼成坑



複数が重なる焼成坑



複数が重なる焼成坑



複数が重なる焼成坑



有孔広口筒形土器の焼成状況



有孔広口筒形土器の焼成状況



発掘作業風景



須恵器の出土状況



有孔広口筒形土器の出土状況



焼成に失敗した土師器などの捨て場



発掘作業風景



捨てられた土師器のかたまり



捨てられた粘土と須恵器



捨てられた粘土と土師器



掘り終えた様子



まとめ

・ 北野遺跡では土師器生産が６世紀中頃から
始まり、８世紀末には終了する。

・ 平安時代以降、土坑を伴う土師器焼成坑が
確認されなくなる。生産の場所が移ったのか
生産方法が変わったのかは謎のまま。
北陸などでは9世紀以降も地面に穴を掘る
土師器焼成坑で土師器が焼かれている。

・ 詳細は別紙参照。
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